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Venice has features not found in other cities. Etc. that there on the ocean, it is a space-like labyrinth, it is 
surrounded by beautiful buildings of many built in the age of the Republic, he has passed down to modern 
space, style and brilliant era of prosperous, for example. On small islands floating in the sea, its origin is a 
community that is formed in the center of the church. The reason why is that the whole island one after. That 
the urban space of typical Venetian was born, the church should have therefore involved. Had the most 
powerful force in the Republic era religious facilities, Venice has been occupied, many have been lost in the 
course of the road of modernization. However, in order to easily converted Fortunately, a wide space and 
structure Religious have utilized a variety of today have been made. In this study, to clarify Venetian Religious 
conversion applications are also being carried out in what way, and how are being utilized and we intended 
that what Venice is inherited in the modern world, to know what was given to the city charm. 
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１．	 序章	 
ヴェネツィアがなぜ多くの観光客を呼び人を惹きつけ
る街となったのか。それはヴェネツィアが他の都市には
ない特徴である、街が洋上にある事や迷宮の様な空間を
持っている事、またパラッツォやフォンダコ（商館）等
の共和国時代に建てられた多くの素晴らしい建物に囲ま
れ繁栄した時代の華麗な様式や空間を現代に受け継いで
いるからとも言える。だが原点は洋上に浮かぶ小さな
島々に、教会を中心に形成されたコミュニテである。島
全体を一つとしたのはそれよりも後の事であるので、こ
れらのヴェネツィア独特の都市空間が生まれた事には、
多くが教会を始めとした宗教が強い権力を持って都市計
画を進めたためであると言える。これらの宗教施設は共
和国時代に最も強い力を持っていたが、ヴェネツィアが
フランスやオーストリアの統治下となり、近代化の道を
歩む課程で多くが失われている。現代でも、立派な外観
をしていても中身が空っぽの状態で放置されている建物
が多い事は、都市を眺めただけでは分からない。それで
も宗教施設の持つ広大な空間や構造は幸いにも転用しや
すく、今日では様々な活用がなされている。本研究でヴ
ェネツィアにおける宗教施設がどのように用途変換がな
され、またどのように活用されているのかを明らかにす
る事でヴェネツィアが現代に何を受け継ぎ、それが都市
にどのような魅力を与えているかを知ることができる。 
研究背景	 
	 ヴェネツィアの宗教施設の変遷の研究は、ヴェネツィ
アの形成初期から現代までを画一的に、なおかつヴェネ
ツィアの都市全体を取り扱った既往研究は殆どされてい
ないのが現状である。	 
	 
２．	 宗教施設の登場 
（１）教区教会	 
教区教会が 421 年に登場してから、本格的に建てられ
れるのは 9 世紀に入ってからである。それまでは 1 世
紀に数軒だったものが、9世紀には 23軒も建てられて
いる。ここからも都市が本格的に整備されたのが 9 世
紀であった事が分かる。また古くに建てられたものは
東西等の方角に重点を置いたものが建てられるが、都
市の整備が進む 13世紀以降になると、運河の向きに合
わせたものが多くなる事が分かった。さらに教区教会
は都市の中心部に密集するように建てられている事が
分かった。 
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図 1	 教区教会と修道院の各世紀ごとの建設数	 
 
（２）修道院教会 
修道院教会が初めて登場するのは 863 年だが、本格的
に建てられて始めたのは 13世紀であった。これは商業が
成功し都市が経済的に豊かになった時期と一致する。そ
のため都市をより拡大するために本格的に建設が開始し
たと言える。また多くは都市の郊外に置かれたが、都市
の中心部、とりわけ大聖堂の周辺部に登場している。 
（３）スクオーラ・ディ・グランデ 
スクオーラ・ディ・グランデはいずれも修道院教会の
周辺に、修道院よりも後に登場する。ここから修道院と
いう大きな権力に寄り添って共存を図ったためであると
言える。だが一部では多くの信仰が集まったために、独
自の教会を建てるまでに発展した例も見られた。 
 
 
図 2	 修道院とスクオーラ・ディ・グランデの配置	 
 
３．	 現存している宗教施設 
現存している教会の特徴は、多くがナポレオンによって
教区教会に指定されたものが多く挙げられる。修道院教
会が新たに教区教会に選ばれたものでは、修道院・教会
堂がいずれも現存していて、教会堂が現在でも宗教機能
を保っている例が多く見られた。一方で修道院そのもの
は機能転用されているものが多い。この事からナポレオ
ンが教会の存続を保証する代わりに、修道院教会を転用
する計画を進めたためであると考えられる。	 
 
４．	 転用された宗教施設 
スクオーラ・ディ・グランデは 7 つ全てが宗教機能を
失っている。郊外にあった 1 つは大半が取り壊され、跡
地が畑になり、もう 1 つはオーストリア統治下には野戦
病院だったが、後に市民病院に転用されている。残りの 5
つは全てが都市の中心部に立地し、ヴェネツィアのオペ
ラを定期的に開くコンサート会場や、中世のヴェネツィ
アで描かれた数多くの絵画のコレクションを展示する美
術館等に転用されている。このように宗教施設が芸術や
音楽の活動拠点や発信地として現在も積極的に活用され
ている。 
 
５．	 消失した宗教施設	 
消失した教区教会はサンポーロ地区で 4、サンタ・クロ
ーチェ地区で 1、カンナレジョ地区で 2、ドルソデューロ
地区で 1、サン・マルコ地区で 3、カステッロ地区で 5と
なった。元々密集していた都市の中心部の教会を意図的
に少なくした事、またカステッロ地区においては公園の
計画により取り壊された事が消失の大きな要因であると
言える。また教区教会から外された教会のいくつかが取
り壊されている事から、近代化を進める上で教区教会以
上の宗教施設が必要のないものとして都市整備が進めら
れたものと考えられる。 
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